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Abstract 
This study examines the usage of ‘expression of offer’ in Japanese language with 
particular reference to two Japanese dramas which are ‘KOIZORA’ and ‘NOBUTA WO 
PURODYU-SU’. In these dramas the expression of offer particularly the usage of ‘- te ageru’ 
has been focused. The main characteristics of these dramas are that they have dialogues 
which are close to real life and thus the characters appear to be convincing. What sort of a 
relationship does the speaker share with the listener; it has been clearly expressed through 
the dialogues. Both these dramas have dialogues between people in close relationships such 
as friends, family, married couple. Further, it has been noticed that the expression ‘- te ageru’ 
has been frequently used in both the dramas. ‘- te ageru’ is an expression of offer where the 
speaker offers to do a favor to the listener even without being asked to do so. Further in order 
to use ‘- te ageru’ appropriately, one of the factors to be considered is the relationship 
between the two people. However, usually in Japanese language when a speaker does a favor 
to the listener or offers to do so, he/she is expected to use humble forms such as ‘- shimasu’, 
‘- shimasyou’, ‘- shimasyou ka’ instead of using ‘- te ageru’ so that the listener or the 
beneficiary may not feel indebted. But on the basis of this study, taking into consideration the 
dialogues used in the above-mentioned dramas, it is concluded that in close relationships such 
as relations between friends, family or in other close relations the usage of ‘- te ageru’ is not 
inappropriate. 
 
1.	 はじめに	 
	 本研究はドラマ内でみられた申し出表現の使用について考察する．具体的にはドラマ中で
使用された「～てあげる」という申し出表現を中心に考察していく．ここでいう「申し出」
は，川口他(2002)で定義されている，「『申し出』は『自分』が『相手』の『利益』のために
『行動』しようという意図を示して『相手』にその『行動』を『決定』する意向があるかど
うかを尋ねるものである」を用いることとする．「～てあげる」は，相手のために何かをし
てあげるような申し出場面では，「○○してあげる」という表現より相手が恩恵を感じない
ように，例えば「○○します」あるいは「○○しましょう」「○○しましょうか」といった
表現を使用したほうが適切であるといわれることが多い．また，日本語教育において，相手
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と自分の立場を考慮しながら「～てあげる」表現の使用には注意するよう教わった日本語学
習者である筆者は，コミュニケーションに誤解が生じないよう「～てあげる」を使用する際
には細心の注意を払うようにしている．このようにコミュニケーションにおいて使い方に注
意が必要であると思われる「～てあげる」表現を用いた申し出表現はどのように使用できる
かについて疑問を持ったため，本研究では二つの日本ドラマに注目して考察することにした． 
 
2.	 先行研究	 
	 これまでの先行研究では，キィティダー(2002)などさまざまな研究者が坂本・蒲谷(1995)が
指摘した申し出の定義に基づき研究を行っている． 
	 坂本・蒲谷(1995)は，「申し出」表現が成り立つには，「相手」は「自分」の行動を必要と
しているが「相手」はそのことを「自分」に明言できないでいる，という条件が必要である
としている．さらに，「～てあげる」「～てやる」「～てさしあげる」など「相手」に恩恵
を与えることを表すこれらの恩恵系の補助動詞を用いることにより表現は恩着せがましいも
のとなり，特に「相手」が上位者の場合には，謙譲語「～てさしあげる」であってもそれを
避けるほうが丁寧な表現になると述べている． 
また，援助申し出場面における「～てやる/～てあげる/～てさしあげる」表現の使用に関す
る研究には，尾崎(2008)がある．授受表現を使用すると恩着せがましさが生じることから，現
代日本語では使用が回避される傾向が強いと述べている．尾崎(2008)の研究では，受恵表現は
高年齢層ほど使用する人の割合が高く，逆に若年齢層ほど低いことが分かった．さらに， 
地域差についてもふれ，東北地方では他の地域より受恵表現の使用が高いと報告している． 
日本ドラマをデータとして行われた研究にはデヴィ(2012)がある．そこではドラマのセリフ
に注目し，援助の必要性が高い・低い場面を通して，「行為宣言型(「鞄を持ちますよ」のよ
うに，相手に決定権を与えず，自分の行為を相手に伝える「～ます」の表現を指す．)」ある
いは「疑問型(「鞄を持ちましょうか」のように，相手に決定権を与える「～ましょうか」の
表現を指す．)」の申し出表現の使用傾向に関する研究を行っているが，「～てあげる」表現
については特に触れられていない． 
 
3.	 研究方法	 
3.1	 データ	 
今回分析の対象とするのは『野ブタ。をプロデュース』と『恋空』という日本ドラマであ
る．ドラマの概要を以下の表 1 にまとめる． 
  
ドラマで見られた申し出表現の使用について	 (ラッタナブリー)	 
 83 
表 1：ドラマの概要	 
No ドラマのタイトル ドラマのあらすじ 
1 『野ブタ。をプロデュース』 
日本テレビ 
2005 年放送 
二人の男性の高校生が，転校してきた「いじめられっ子
である小谷信子」を人気者へと変貌させる「プロデュー
ス」を行うことにする． 
2 『恋空』 
TBS テレビ 
2008 年放送 
主人公・田原ミカの高校生時代の恋愛の物語．彼氏であ
るヒロとの子供を妊娠するが，ミカは流産してしまう．
ある日，ヒロはミカに突然の別れを告げる．後にミカ
は，ヒロが末期のガンを患っており，「ミカには幸せに
なってほしい」という願いから別れを選んだのだと知
る． 
 
	 ここで特筆すべきは，『野ブタ。をプロデュース』は，カップル同士，友人同士との会
話場面が多く，『恋空』はカップル同士と家族の会話場面が多いことである． 
 
3.2	 分析方法	 
	 『野ブタ。をプロデュース』と『恋空』二つのドラマの分析に，「1. はじめに」で触れた
川口他(2002)の申し出の定義「『申し出』は『自分』が『相手』の『利益』のために『行動』
しようという意図を示して『相手』にその『行動』を『決定』する意向があるかどうかを尋
ねるものである」を用いることとする．以下，筆者が「申し出」だと判断した四つの場面を
観察し，「～てあげる」の使用傾向を見ていく． 
 
4.	 分析と考察	 
	 データ 1 と 2 は『野ブタを。プロデュース』，データ 3 と 4 は『恋空』からの会話である． 
 
データ 1：カップル同士の会話  
 
修	 二：今回はさ、小谷と下川をくっつけるわけじゃん 
まり子：うん？ 
修	 二：そこに、まり子がいると小谷の駄目の部分がさ（うん？）、立っちゃうんじゃな
いかって 
まり子：貸して 
修	 二：んん？ 
まり子：うーん、じゃあ、さあ、あたしめちゃくちゃ悪い女でしてあげる。小谷さんの引
き立て役をやってあげるから、任せて 
 
	 データ 1 は修二と彼女であるまり子との会話である．「～てあげる」形式で申し出たとこ
ろが 2 箇所みられた．「あたしめちゃくちゃ悪い女でしてあげる」と「小谷さんの引き立て
役をやってあげるから、任せて」である．まり子が使用した 2 箇所の「てあげる」に注目す
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ると，利益は相手利益あるいは他人利益であると考えられる．相手利益は今話を聞いている
修二のことを指す．他人利益はこの場にいない小谷のことを指す．このデータ 1 では，二人
の関係が親密であることから，「～てあげる」表現が多様にみられたと分析できる． 
 
データ 2：カップル同士の会話  
データ 2 もカップルである修二とまり子との会話である．二人の会話の中で，修二はクラ
スの人気者に仕立てようと思っているクラスメートの小谷信子のことを考えている．最初の
プロデュース段階として，信子の髪型を変えようと思っていたが，断られたので，疑問を
持った修二は彼女であるまり子に以下の質問をした． 
 
修	 二：ところでさ、女の子って、髪の毛とか気になって重要なことなのかな。 
まり子：それは大きいよ。 
修	 二：うん、そうなんだ。 
まり子：修二が切ってほしいなら私切ってもいいよ。 
修	 二：んん？ 
まり子：切ってあげようか。 
 
ここで，まり子が修二の話を聞いて，もしあなたが喜ぶことならば(相手利益)，私はあなた
のために自分の髪の毛を切りましょうかという気持ちを伝えるために「切ってあげようか」
という表現を使って申し出ている．この表現は，自分が髪を切りたいわけではなく，修二の
話がきっかけで彼を喜ばせるために申し出たことである．相手が彼氏であるため，親密な関
係を持っている人に対して使用することなら不適切にならないと分析した． 
また，朴(2004)では「申し出の言語形式」の一種として「～てもいい」という許可形式も取
り上げている．朴は「～てもいい」の表現形式を「聞き手に許可を求めるような申し出」と
「聞き手に許可を与えるような申し出」の二つに分けている．ここで，まり子が発言した
「修二が切ってほしいなら私切ってもいいよ」は，後者に当てはまる． 
このように，『野ブタを。プロデュース』では，申し出表現として「～てあげる」の様々
な使用が指摘でき，カップルの会話であることがその一つの理由であると分析する． 
 
データ 3：娘と母親の会話  
	 データ 3 からは『恋空』から申し出表現の使用について考察したものである．以下は家族
の会話場面を紹介する． 
 
ミカ：ねぇ、ファーストキスの相手ってお父さん？ 
 母 ：んん、なによ、いきなり、≪沈黙≫、そうよ。 
ミカ：お母さんってさ、目が泳ぐよね、嘘をつくとき。 
 母 ：≪苦笑い≫。 
ミカ：大丈夫、お父さんには黙っといてあげるから。 
 
データ 3 は主人公であるミカと母親の会話である．ミカは母親のファーストキスについて
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質問をした．母親は本当のことを言いたくないので，最初は「なによ、いきなり(沈黙)そうよ」
と答えた．しかし，ミカは母親の回答がうそであることに気付いて，「お母さんってさ、目
が泳ぐよね、嘘をつくとき」と返した．ミカの発話に対して母親は苦笑いをしながら，困っ
た表情をしていた．そこで，ミカは本当のことが夫に知られたらどうしようと心配している
様子の母親に「大丈夫、お父さんには黙っといてあげるから」と言った．ここで，「秘密に
する」ことから誰が利益を受けるかという点で考えると，「母」に当たるので，申し出表現
だと判断した．データ 3 は家族との会話であるが，家族との会話もデータ 1 と 2 のような
カップルとの会話と同様に「～てあげる」形式を使って自分の気持ちを相手に伝えていると
考察できる． 
 
データ 4：娘と父親の会話  
	 データ 4 はミカと父親の会話である．その日は友達と花火大会に行く予定なので，ミカが
浴衣を着て出かけようとしたところ，家の前に電話中の父が立っていた．電話の後，父は振
り返り，浴衣姿の娘を見て，以下のように声をかけた． 
 
 父 ：ミカ、≪沈黙≫、花火か？ 
ミカ：うん。アヤと。 
 父 ：そうか、途中まで送ってやるよ。 
ミカ：平気だよ。 
 父 ：たまに、お父さんとデートもいいだろう。 
 
	 このドラマの設定では，父親は最近高校生になったばかりのミカのことをいろいろ心配し
ている．二人の関係は何でも相談できる父子である．場面 4 に使用された父からの申し出は
「途中まで送ってやるよ」と「～てやる」が使用されていた．お父さんの「送る」行為に対
しての受益者は明らかに，今一緒に会話をしている「ミカ」になる． 
	 「～てやる」は「～てあげる」と同様のタイプだが，目上に使うと不適切な表現になる．
しかし，ここでは「～てやる」と発言し申し出たのは「父」であるため，自分の子供や目下
に使用しても不適切にはならないと分析する． 
	 家族の間では，目下から目上への場面(データ 3)でも，目上から目下への場合(データ 4)でも
「～てあげる」表現の使用が比較的に多いことがこのドラマから分かった． 
 
5.	 まとめ	 
以上，本調査で対象としたドラマの共通点は，恋人同士，友達，家族といったいわゆる親
密な関係を持っている相手との会話場面が多いことである．ドラマは実際のコミュニケー
ションの会話に比較的近い，人物のキャラクターの設定がはっきりしている，という特徴が
あり，視聴者がドラマをよく理解できるように，それぞれの人物の特徴やキャラクターをセ
リフ等によって定義し，話し手と聞き手はどのような人間関係を持っているのかを明確に表
している．そのため，二つのドラマとも「～てあげる」表現の使用が多様に見られたことか
ら，「～てあげる」が適切に使用できる一つの要因として，相手とどのような「人間関係」
を築いているかということが重要であることと推測する．また，『恋空』のデータから，家
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族であれば目上から目下だけではなく，目下から目上にも「～てあげる」表現が使えると言
えるかもしれない． 
このように，本調査で取り上げた，恋人同士，家族のような親しい間柄である相手とは
「～てあげる」を使用しても不適切にはならないことが多いのではないだろうか． 
 
6.	 今後の課題	 
	 これまで，ドラマにおける親密な関係にある二人の場面での会話を考察してきた．今後の
課題として，親密度と「～てあげる」表現の関連性を明らかにすべく人間関係に距離のある
「職場での人間関係」や「親しくない相手」との設定が多様に見られるドラマを対象に申し
出表現を考察し分析を行いたいと考えている． 
	 
記号の説明	 
記号	 説明	 
。	 一つのまとまりを持つ文	 
？	 語尾の音があがっている箇所	 
、	 息をついた箇所あるいはポーズのある箇所	 
（	 ）	 発話している間に相手の発話と重なっている箇所	 
≪沈黙≫	 2 秒以上の沈黙のある個所	 
≪苦笑い≫	 苦笑いした個所	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